
国
民
年
金

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）。

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要

で
す
。
退
職
し
た
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者
も
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
退
職
（
失
業
）
特
例
に
よ
る

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物

退
職
日
が
確
認
で
き
る

書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
運
転
免
許

証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
）、
年
金
手
帳
か
基
礎
年
金
番

号
通
知
書

※
別
世
帯
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合

は
、
委
任
状

※
保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
方
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
公
務
員

の
方
は
退
職
辞
令
（
い
ず
れ
も
コ

ピ
ー
可
）

▽
届
出
・
問
合
せ

●
保
険
年
金
課
年
金
係

●
五
日
市
出
張
所
市
民
総
合
窓
口
係

（
届
出
の
み
）

●
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４
２

８
・
30
・
３
４
１
０
）

４
月
は
、
就
職
や
退
職
に
伴
う
異

動
手
続
き
が
多
い
時
期
で
す
。
国
民

健
康
保
険
や
国
民
年
金
の
手
続
き
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
や

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。
変
更
の
日
か
ら
14

日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
別

世
帯
の
方
が
届
出
を
す
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。

▽
内
容

表
の
と
お
り

▽
郵
送
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
・
加
入

し
た
と
き
等
の
届
出
は
、
郵
送
で

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
・
問
合
せ

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
、
五
日
市
出
張
所

市
民
総
合
窓
口
係（
届
出
の
み
）

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
や
そ
の
他

の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
方
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
も
の
で
す
。

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
の
う
ち
、
令
和
５
年
分

の
所
得
（
令
和
６
年
度
課
税
）
が
低

下
し
た
こ
と
で
、
新
た
に
支
給
対
象

と
な
る
方
に
は
、
昨
年
９
月
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
、
請
求
手
続
の
案
内

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。「
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
」
を
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
給
付
金
が

支
給
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、
翌
年

度
以
降
の
手
続
は
原
則
不
要
で
す
。

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
年
度

途
中
で
も
請
求
で
き
ま
す

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
同
じ
世
帯
に
市
・
都
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
世
帯
員
が
い
る
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
家
族
の
死
亡
・

住
所
変
更
・
世
帯
分
離
な
ど
で
世
帯

全
員
が
非
課
税
に
な
り
、
支
給
要
件

を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、

手
続
き
を
す
る
と
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
年
金
証
書
と
本
人
確
認
書

類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）
を
準

備
の
上
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件
（
老
齢
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
）

●
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
。

●
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
89
万

円
以
下

●
同
一
世
帯
の
全
員
が
市
・
都
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
・

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
要
件
は
異
な
り
ま
す
。

▽
支
給
開
始

請
求
手
続
を
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら

▽
問
合
せ

保
険
年
金
課
年
金
係
、

青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０
４
２

８
・
30
・
３
４
１
０
）

り、情報拠点としての役割を
担う図書館につきましては、
乳幼児から高齢者まで多くの

市民に利用されております。図書館の基本理
念であります「いつでも・どこでも・だれも
が学び、情報が活用できる図書館」の実現を
目指し、様々な事業を展開してまいります。
　市民との協働事業につきましては、各種ボ
ランティアの活動の場と機会を提供し、図書
館での活動が一層充実したものになるよう連
携を図ります。
　デジタル化の取組につきましては、利便性
の向上を図るため、自宅などで図書館の資料
が利用できる電子図書館について、引き続き
検討してまいります。
　また、あきる野市出身の作家や市内で活躍
している作家の作品展示を行うことで、その
活動をより多くの市民に知っていただけるよ
う取り組んでまいります。
　さらに、点字図書をはじめ、障がいのある
方にも対応した図書等を配置するなど、障害

の有無にかかわらず全ての人が利用できる図
書館を周知してまいります。

　最後に青少年の健全育成であります。
　令和６年10月に、前田小学校で放課後子ど
も教室がスタートし、市内の公立小学校全校
による放課後子ども教室の設置が完了しまし
た。児童が安全に、安心して過ごせる居場所
の一つとして、更なる事業の充実を図ってま
いります。
　また、羽村市との広域連携事業であります
大島子ども体験塾につきましては、より多く
の子どもたちが雄大な自然の中で感性を磨く
とともに、親元から離れた環境で仲間と協力
し合い、協調性・社会性を育むことができる
よう、参加人数枠を拡充いたします。併せて、
将来を見据え、子どもたちと行動をともにす
るリーダーも増員し、地域での活躍が期待さ
れる人材を育成してまいります。
　未来を担う青少年世代が、変化の激しい現
代社会において、心身とも健やかに成長でき

るよう、関係機関との連携により各種事業を
実施するとともに、引き続き、青少年健全育
成地区委員会をはじめ、各種団体の活動を支
援してまいります。

　以上、令和７年度の教育行政における主要
な施策について述べさせていただきました。
　冒頭でも述べさせていただきましたとおり、
複雑で予測困難な時代だからこそ、学校と家
庭、地域、そして行政など、子どもの教育に
携わる全ての人が、持続可能な社会の担い手、
創り手を育成していく必要があると、私は考
えております。そのためにも、あきる野市の
豊かな自然と地域の力を生かし、全ての市民
と手を取り合い、各施策に取り組むとともに、
本市の教育目標である「人が育ち　人が輝く
　あきる野の教育」の実現に向け、市長部局
と連携して、真摯に取り組んでまいります。
　議員各位並びに市民の皆様のご理解とご協
力を切にお願い申し上げまして、令和７年度
の教育方針といたします。

２面のつづき

あ
き
る
野
市

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
所

第
７
号
認
定
「
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社

八
王
子
支
社
秋
川
営
業
オ
フ
ィ
ス
」

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

　
　
お
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

ン
ス
に
取
り
組
む
市
内
の
事
業
所
等

を
認
定
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
第
７
号
と
な
る
事

業
所
を
認
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、市
内
に
お
け
る
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
図
る
こ
と
）
の
推
進
を
目

的
と
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

１
月
17
日
㈮
に
行
わ
れ
た
認
定
式

の
際
の
対
談
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
長

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
取
組
を
推
進
す
る
に
当
た

り
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
す
か
。

オ
フ
ィ
ス
長

会
社
と
し
て
確
立
さ

れ
た
制
度
が
あ
る
た
め
、
各
オ

フ
ィ
ス
が
き
ち
ん
と
制
度
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
秋
川
営
業

オ
フ
ィ
ス
は
現
在
、
全
従
業
員
が

女
性
で
す
。
特
に
、
子
育
て
世
代

が
多
く
在
籍
し
、
３
名
が
育
休
を

取
得
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

を
活
用
し
や
す
い
状
況
が
整
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

子
育
て
支
援
な
ど
が
充
実
し

て
い
ま
す
ね
。

オ
フ
ィ
ス
長

産
休
・
育
休
を
取
得

す
る
こ
と
が
、
秋
川
営
業
オ
フ
ィ

ス
で
は
必
然
に
な
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
員

前
職
で
は
、
休
み
が

取
得
し
づ
ら
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
子
ど
も
に
合
わ
せ

た
働
き
方
が
で
き
て
い
ま
す
。

市
長

子
育
て
世
代
が
働
き
や
す
い

環
境
に
な
る
よ
う
先
進
的
な
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
長

家
庭
が
あ
っ
て
の
仕

事
、
子
ど
も
が
あ
っ
て
の
仕
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
働
き
方
を
す
る
こ
と
で
、

社
員
は
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

し
、
結
果
と
し
て
組
織
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長

今
回
の
認
定
が
皆
さ
ん
の
励

み
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

あ
き
る
野
市
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
事
業
所
認
定
事
業

市
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
る
事
業
所
な

ど
を
認
定
し
、
そ
の
取
組
を
広
報
あ

き
る
野
等
で
周
知
す
る
な
ど
、
市
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
認
定
の
申
請

は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

企
画
政
策
課
（
直
通
５

５
８
・
１
２
６
１
、010101@

akiruno-info.tokyo.jp

）

表
届出が必要な場合 手続きに必要なもの

・職場の健康保険に加入したとき
・被扶養者になったとき

・国民健康保険証か資格確認書
・職場の健康保険の資格が分かるもの

・職場の健康保険をやめたとき
・被扶養者から外れたとき

・職場の健康保険資格喪失証明書

・他の市町村に転出するとき
・市内転居するとき

・国民健康保険証か資格確認書

※�手続きに共通して必要なもの…マイナンバーカード（お持ちでない方
は、運転免許証などの本人確認ができる書類）

秋川営業オフィスの皆さん

○事業所名　第一生命保険株
式会社八王子支社秋川営業
オフィス（規模　30人）
○代表者　オフィス長　臼井
礼奈
○所在地　油平 73－４
○事業内容　保険事業、資産
形成事業など

あきる野市役所　☎（042）558－1111 ㈹（3） 令和７年（2025年）３月 15 日


